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●球葱栽培之祖碑と田尻歴史館 

　田尻町では、“海と世界に拓くまち・たじり”を合

言葉に、新しいまちづくりが進められています。そう

した中、本町の歩みを振り返るとき、大正時代は明治

時代の試行錯誤が実り、今日の町の礎を築いた時期と

いってよいでしょう。 

　本町の明治期は、輸入作物に圧倒され、農家は疲弊

し、村の成り立ちも危ぶまれました。こうした中、藁

をもすがる想いで商品作物としては未成熟であった玉

葱栽培に取り組みました。これが功を奏し、以来産出

量が増え、危機的状況を回避することができました。

このことから玉葱栽培の功労者を讃えるため、農会に

よって泉州球葱栽培之祖碑が、大正２（１９１３）年に

建立されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　また、明治期に広まった紡績業も町の発展の礎とな

りました。大正７年には当地出身の谷口房蔵氏により

吉見紡織株式会社が設立され、工場を俯瞰するかのよ

うに、洋館と和館が繋がった珍しい大正建築の谷口氏

別邸が近接して建てられました。これが今の田尻歴史

館（府指定有形文化財）です。 

　このように、大正期の本町は、道路整備はもとより、

駅の誘致と鉄道の利用、港湾の整備と海運の利用など

が積極的に行われ、タマネギ栽培と紡績業の隆盛を中

心に、活気にあふれました。これら大正期の遺産は、

先人たちが先取の気概をもって時代と切り結んだシン

ボルとなっています。 

　静かな旧街道筋には、大正の薫りが漂い、訪れるひ

とを過去へと誘ってくれます。ひととき、タイムトラ

ベルしてみませんか。空港島を眼前にして、先人たち

との対話を楽しむことができるはずです。 

▼お問い合わせ先▼ 
田尻町教育委員会事務局学事課 

ＴＥＬ　０７２－４６６－８８０１ 

田尻歴史館　 

ＴＥＬ　０７２－４６５－００４５ 

● お問い合わせ先 ● 
四條畷市市民生活部産業労働観光課 

ＴＥＬ：０７２－８７７－２１２１ 

泉州球葱栽培之祖碑 

 

田尻歴史館 

　ＪＲ四条畷駅の北側には、東西に走る一直線の参

道があり、その東側には四條畷神社、西側には小楠

公墓所があります。 

　四條畷神社や小楠公墓所には、南北朝時代（１３３６

年～１３９２年）に活躍され、四條畷の合戦（１３４８年）

で戦死した楠正行公(小楠公)が祀られています。 

　正行公は、湊川で討ち死した父、楠正成公の遺志

を継ぎ、南朝に仕えました。 

　大川に落ちた敵兵を救助し、傷の手当てをしたう

えで、衣服を与え国元へ帰すなど、正行公の忠孝精

神と博愛精神は、四條畷市だけでなく、全国に知れ

渡っており、６６０年経過した今日に至っても、非常

に重要な教訓となっています。 

　この精神を改めて見つめ直すとともに、心のふれ

あいを呼び起こすため、地域住民が実行委員会を組

織し、平成１７年から『四條畷楠公まつり』を開催

しています。 

　実行委員会では、市内事業者や市民団体などにも

協力や支援を呼びかけ、手づくりによるまつりの開

催に向け取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　まつり最大の催しは、まつり独自の囃子にあわせ、

南北朝時代の武者や稚児の衣装を身にまとった子ど

もたちと地元青年団による楠の丸太御輿で隊列を組

んだ総勢３００人の大行列です。 

　小楠公墓所から四條畷神社までを武者に扮した子

どもたちが凛々しくかつ悠然と練り歩く姿は時代を

タイムスリップさせてくれます。 

　その他、四條畷神社では地域の子どもたちの踊り

をはじめ、ダンスや吹奏楽の演奏、さらに近隣高校

生美術部の巨大絵馬の作成など、子どもたちを中心

としたまつりとなっています。 

　第３回目となる「四條畷楠公まつり」は３月３１日、

４月１日の２日間に渡り開催され、晴天にも恵まれ、

多くの来場者で賑わいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　毎年春休み期間中の日曜日（日時未定）に開催し

ますので、第４回四條畷楠公まつりに是非お越しく

ださい。 

太平記の歴史絵巻がいまここに　『四條畷楠公まつり』 太平記の歴史絵巻がいまここに　『四條畷楠公まつり』 
―大正の薫りと先人のこころざし― 
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